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全樹脂電池の量産化・製品化に向けた「第二創業期」の資本戦略として 
三洋化成が保有する当社株式を TRIPLE-1 に譲渡 

 
APB 株式会社（本社︓東京都千代田区 代表取締役︓堀江英明 以下 APB）は、三洋化成工業株式会社

（本社︓京都市東山区 代表取締役社長︓樋口章憲 以下三洋化成）が保有する当社株式の一部を、株式会
社 TRIPLE-1（本社︓福岡市博多区 代表取締役社長︓山口拓也 以下 TRIPLE-1）に譲渡することについて、
取締役会にて決議しましたのでお知らせいたします。 

 
今回の株式譲渡は、APB がこれから「第二創業期」として、全樹脂電池の量産化・製品化を行っていく上での資本

戦略です。新たなパートナーとなった TRIPLE-１は、半導体の設計・開発や最先端技術を活用したデジタルインフラ事
業を展開しているユニコーン企業（※1）です。2016 年の創業以来、世界初の 7nm プロセス技術を採用した暗号
通貨のマイニング・システム「KAMIKAZE」、ディープラーニング向けの人工知能（AI）プロセッサ「GOKU」、ローカル５
G（高速通信）を実現するための「TOKI」など、日本の未来を作るテクノロジーを生み出してきました。世界的にも注目
を集めるスタートアップ企業として、海外のトップクラスのテクノロジー関連企業とも提携しています。APB としては、こうした
TRIPLE-1 の「人材」「テクノロジー」「資本」というリソースを最大限活用しながら、世界初の次世代型リチウムイオン電
池である全樹脂電池の技術開発をさらに加速させ、早期の量産化技術の確立・商品化を実現させたいと考えておりま
す。 

（※１ 評価額が 10 億ドル以上の未上場のスタートアップ企業） 

 
■株式会社 TRIPLE-1 
代表者︓代表取締役社長 山口拓也 
所在地︓〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東 1-14-20 IT ビルⅡ 7 階 
設 立︓2016 年 11 月 1 日 
資本金︓39 億 6,289 万 5,400 円（資本準備金含む） 
事業内容︓半導体の設計・開発事業／電気通信事業／先端テクノロジーと再生エネルギーを活用した 
デジタルインフラ構築事業 
U R L︓https://TRIPLE-1.com/ 
 
■APB 株式会社 
代表者︓代表取締役 堀江英明 
所在地︓〒101-0041 東京都千代田区神田須田町 1-3-9 PMO 神田万世橋 3 階 
設 立︓2018 年 10 月 29 日 
資本金︓1 億円 
事業内容︓リチウムイオン電池の研究開発・製造・販売等 
U R L︓https://apb.co.jp/ 
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